
　

神
戸
市
は
、大
企
業
や
外
資
系
企
業
の
も
う
け
を
最
優
先
に
、安
倍
政
権
の
す
す
め
る
成

長
戦
略
に
沿
っ
て
、三
宮
一
極
集
中
の
巨
大
再
開
発
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
発
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て「『
え
き

≈

ま
ち
空
間
』基
本
計
画（
案
）」、「
新
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
基
本
計
画（
案
）」を
発
表
し
ま
し
た
。2
つ
の
計
画（
案
）の
問
題
点
に
つ
い
て
、日
本
共

産
党
神
戸
市
会
議
員
団
は
、以
下
の
よ
う
に
考
え
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
12
月
27
日

か
ら
2
月
9
日
ま
で
市
民
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
・ご
批
判
を
、神
戸
市
に
集
中
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
え
き

≈

ま
ち
空
間
」に
は
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル・
三
宮
ク
ロ
ス
ス

ク
エ
ア
・
5
つ
の
駅
前
広
場
な
ど

の
公
共
施
設
が
新
設
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
加
え
、市
役
所
付

近
に
新
庁
舎
を
つ
く
り
ま
す
。

し
か
し
、市
長
の「
常
識
的
に

言
っ
て
数
千
億
円
」と
い
う
コ
メ

ン
ト
以
外
、具
体
的
な
予
算
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
で
市

民
は
納
得
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　「
え
き

≈

ま
ち
空
間
」と
し
て
三
宮
駅
周
辺
は
、「
に
ぎ
わ
い
の
原
動
力
と

な
る
用
途
の
施
設
配
置
」（
商
業
施
設
）の
誘
致
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。新
た

な「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」が
最
優
先
さ
れ
、現
在
、商
売
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の

営
業
を
守
る
こ
と
な
ど
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
国
の
成
長
戦
略
に
伴
う
特
例
措
置
に
上
乗
せ
し
、神
戸
市
と
し
て
の
規

制
緩
和
や
様
々
な
補
助
金
・
支
援
メ
ニュ
ー
が
際
限
な
く
つ
く
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す（
左
表
）。大
企
業
や
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
支
援
の
た
め
の
税
金
投

入
、さ
ら
に
乱
開
発
を
誘
発
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
三
宮
駅
南
側
の
2
号
線
は

「
三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア
」と
し
て

車
両
進
入
を
禁
止
し
、周
辺
道

路
の
交
通
量
が
増
加
し
ま
す
。

さ
ら
に
車
の
流
れ
の
分
析
抜
き

に
、駅
前
の
通
過
交
通
が
遠
く

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
で
迂
回
す

る
と
い
う
び
っ
く
り
す
る
案
を

示
し
、批
判
の
高
い
阪
神
高
速

道
路
湾
岸
線
延
伸
工
事（
総
工

費
5
0
0
0
億
円
）の
口
実
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 「『
え
き

≈

ま
ち
空
間
』基
本
計
画（
案
）」に
つ
い
て

大
型
公
共
事
業
な
の
に
、

予
算
規
模
は
不
明
な
ま
ま

既
存
の
商
業
考
慮
せ
ず
、

「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」を
最
優
先

企
業
誘
致
に
は
、際
限
の
な
い

規
制
緩
和
と
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が

交
通
の
分
析
も
な
く
、

湾
岸
道
路
延
伸
を
合
理
化

①建物更新を促進するためのインセンティブの例

②民間開発事業にあわせて、
　民間事業者が公共空間を創出するための
　インセンティブの例

・商業、業務系の建築物に対する容積率の緩和
※必要確保台数の免除など

・民間開発事業の中でのボイド整備や
  地下通路やデッキの動線強化に対する補助の検討

・特定都市再生緊急整備地域に関する特例措置 等

・附置義務駐車場の見直し
・経済インセンティブの拡充（補助金、企業家支援等） 等

⇒民間都市再生事業計画の策定による
　税制特例・金融支援

⇒都市計画の特例
　（都市再生特別地区による容積緩和等）

1 三
宮
再
開
発
計
画募集期間

12月27日～2月9日

み
な
さ
ん
の
声
を

神
戸
市
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
!
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　久元市長は「三宮の再整備は、巨大開発を進めるためでも、商業床を大量に供給するた
めでもありません。政府の成長戦略に足並みを合わせるための施策でもありません」（市長ブ
ログ）としてきました。しかし、三宮再開発によって大型公共工事とともに、商業床が大量に供
給されることは明らかです。さらに、政府の成長戦略にそった規制緩和で、民間事業者にす
べてが委ねられるので、神戸市が過剰な商業施設やマンションを規制できません。
　日本共産党神戸市議団は、三宮駅前のあり方は市民や事業者、通勤する人の意見を踏
まえ、既存の個店や事業者のリフォーム助成・営業支援に力を入れ、バリアフリーなど時代
に合った改善をすべきと考えます。三宮一極集中の巨大開発は中止し、9つの行政区のバ
ランスとれた地域と経済の活性化をすすめてこそ、神戸全体の景気底上げにより中心市街
地も発展します。

 「
新
た
な
中・長
距
離
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
向
け
た

雲
井
通
5・6
丁
目
再
整
備
基
本
計
画（
案
）」に
つ
い
て

　
地
方
自
治
体
の
本
旨
は「
住
民
福
祉
の
増
進
」（
地
方
自
治

法
）で
す
。「
国
際
競
争
力
強
化
」に
特
化
し
た
地
域
を
つ
く
り
、

誘
致
企
業
や
開
発
業
者
へ
の
支
援
を
野
放
図
に
行
う
こ
と
が
神

戸
市
の
仕
事
で
し
ょ
う
か
?

「
住
民
福
祉
」よ
り
、

「
国
際
競
争
力
強
化
」を
優
先

　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ビ
ル
内
に
、1
5
0
0
人
規
模
の
文
化
ホ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
、長
年
市
民
が
愛
着
を
も
っ
て
い
る
大
倉
山
の
文
化

ホ
ー
ル
は
廃
止
。三
宮
図
書
館
は
駅
前
に
残
り
ま
す
が
、仮
移
転

含
め
2
度
移
転
さ
れ
ま
す
。利
用
者
の
意
見
を
全
く
聞
か
ず
に
、

「
移
転
あ
り
き
」は
、あ
ま
り
に
強
引
す
ぎ
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
や
図
書
館
は
、

利
用
者
の
声
を
一
切
聞
か
ず
に
移
転

　
ビ
ル
に
は「
中
長
期
滞
在
機
能
」

と
い
う
表
現
で
マ
ン
シ
ョン
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
地
域
の
小
学
校

区
は
、教
室
不
足
の「
要
注
意
地
区
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。民
間
開
発

を
優
先
し
、子
ど
も
の
教
育
環
境
を

代
償
に
す
る
な
ど
、と
ん
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

教
室
不
足
の
小
学
校
区
に

神
戸
市
が
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致

　
新
た
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
25
〜
30

バ
ー
ス（
停
留
場
所
）も
の
広
大
な
も

の
。
東
京
・
新
宿
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

さ
え
15
バ
ー
ス
で
す
。
新
宿
を
超
え
る

規
模
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
必
要
で
し
ょ

う
か
?

あ
ま
り
に
も
過
大
な

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設

誘
致
企
業
や
開
発
業
者
へ
の
支
援
を
野
放
図
に
行
う
こ
と
が
神

戸
市
の
仕
事
で
し
ょ
う
か
?

　都市再生緊急整備地域のうち国際競争力強化に
資する地域を国が特に指定したもの（全国13地域）。

三宮周辺が指定されている
「特定都市再生緊急整備地域」とは

　今後6年について、児童
の受け入れのために何らか
の対策が必要、または、その
おそれがある小学校区。

「要注意地区」とは

三宮再開発は、地域への影響を考慮せず、
大企業の最大限のもうけに奉仕する計画になっています。

三宮は今の商業を大切に
市民の声が反映した発展を

　〝
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

は
観
光
客
も
多
数
往
来
す

る
た
め
、乳
幼
児
連
れ
や

高
齢
者
な
ど
区
役
所
の
来

庁
者
が
い
て
は
混
雑
、混
乱

が
生
じ
る
〞―
神
戸
市
は

こ
ん
な
驚
く
べ
き
理
由
で

移
転
を
す
す
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
勤
労
会
館

内
に
あ
る
体
育
館
は
、移

転
場
所
さ
え
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。

市
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
区
役
所・

勤
労
会
館
を
問
答
無
用
で
移
転

パブリックコメント送付先 神戸三宮「えき≈まち空間」基本計画（案）
メールは、ekimachi_iken@office.city.kobe.lg.jp

新たなバスターミナルの整備に向けた基本計画（案）
メールは、bus-terminal_iken@office.city.kobe.lg.jp ＦＡＸは、（078）222-1605まで

意見募集にあたっては、題名、住所及び氏名をご記入ください。詳しくは、神戸市か日本共産党議員団にお問い合わせください。

高さ
165m

郵送・持参は中央区御幸通6-1-12
三宮ビル東館6F 三宮再整備計画係まで

市役所3号館へ移転


